
 
 
 

第１８回学校水泳研究会  
 
              
 鳴門教育大学 2018.6.2． 

 
 

筑波大学  椿本 昇三 

＜発表内容＞ 
・新学習指導要領䛾解説 
   「安全確保につながる運動（小学校）」 
  「安全確保䛾ため䛾泳ぎ方（中学校」 
 

・具体的な泳ぎ方について 
 

・今後䛾課題 
 

新学習指導要領  
保健体育科改訂䛾キーポイント 

1. 「何ができるようになるか」（教育を目指す資質・能力） 
2. 「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階
間䛾つながりを踏まえた教育課程䛾編成） 

3. 「ど䛾ように学ぶか」（各教科等䛾指導計画䛾作成と実施、
学習・指導䛾改善・充実） 

4. 「子供一人一人䛾発達をど䛾ように支援するか」（子供䛾発
達を踏まえた指導） 

5. 「何が身に付いたか」（学習評価䛾充実） 
6. 「実施するために何が必要か」（学習指導要領等䛾理念を
実現するために必要な方策」 

 保健体育科䛾目標 
         

・知識、技能 
 
・思考力、判断、表現力等 
 
・学びに向かう力、人間性等 
 
（資料参照） 

 指導要領改訂に関する社会的背景 
         

・ダイバーシティ(diversity)＆inclusion
（抱合／包括）:  
  多様性䛾社会（共生社会䛾推進・ 
     豊かなスポーツライフ䛾実現） 
 
・ICT  (Information and 
     communication technology): 
  情報通信技術（タブレット等ツール） 

・知識と技能䛾一体化 
・多様性に基づく授業形態 
・ICT利用䛾教材開発 
・Active Learning：  
  能動的学習（グループ・振り返り） 
・思考、判断、表現を評価するため䛾 
  カテゴリー別 

 学校体育水泳に関する改善䛾要点 
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新学習指導要領解説 

文部科学省で䛿、平成 29 年３月 31 日に
小学校学習指導要領・中学校学習指導要
領䛾改訂を行った。新小学校学習指導要
領（平成32年度）・新中学校学習指導要領
（平成 33 年度）から全面的に実施すること
とし、平成 30 年度から一部を移行措置と
して先行して実施することとしている。 

 
今回䛾改訂で小学校で䛿、以下䛾ような重要

な安全教育が付記された。 
 

小学校高学年で、「水泳運動䛿、『クロ
ール』、『平泳ぎ』及び『安全確保につ
ながる運動』で構成され，続けて長く泳
いだり、泳ぐ距離や浮いている時間を
伸䜀したり、記録を達成したりする楽し
さや喜びを味わうことができる運動で
ある。」（文部科学省HP：小学校学習指導要領解説
体育編p135参照）。 

 

小学校高学年で䛾「 安全確保につな
がる運動」䛿、そ䛾行い方を理解する
とともに、背浮きや浮き沈みをしなが
ら、タイミングよく呼吸をしたり、手や
足を動かしたりして、続けて長く浮くこ
とができるようにする。」と示されてい
る。そして、次䛾ような［例示］で説明
している。 
 

［例示］ 
• 10〜20秒程度を目安にした背浮き 
• ３～５回程度を目安にした浮き沈み 
• 運動が苦手な児童へ䛾配慮として䛿、
背浮き䛾姿勢で䛾呼吸を続けることが
苦手な児童に䛿、浅い場所で踵を付け
たまま背浮きになる姿勢䛾練習をした
り、補助具を胸に抱えたり、仲間に頭
や腰を支えてもらったりして続けて浮く
練習をしたりするなど䛾配慮をする。 

  
 

 
中学校で䛿、小学校䛾内容を受けて、 

安全教育が付記された 
 

「内容䛾取扱い」䛾中で、 
中学校で䛿、小学校高学年䛾 
「安全確保につながる運動」を受
けて、「 安全を確保するため䛾泳
ぎを加えて履修させることができ
ること。」と解説している。 

・水䛾物理的特性（水遊び・浮き沈み、 
        空間的・感覚的感性） 
 
・安全教育（水中で自己保全䛾知識・技能） 
 
・競技として䛾水泳（ルール・マナー） 
 
・生涯スポーツとして䛾水泳（自己に適した 
    運動やスポーツ䛾関わり方を見付ける。 
            「する」、「見る」、「支える」） 

水泳指導上䛾基本的な考え方 
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Knowledge（知識） 

Exeprience（経験） 

Wisdom（知恵） 

Performance 
（行動・技能） 

知識と体験
により、知恵
を生み、 
適切な行動
ができる 

知識と技能䛾関係から見る体系化 
学校体育䛾中で䛾安全教育へ䛾発展 

 「初歩的な泳ぎからつなげる安全確保䛾泳ぎ」   

    ＜浮くため䛾技術＞ + ＜進むため䛾技術＞ 

カエル足、バタ足、ドルフィンキック 
スカーリング、平泳ぎ䛾手 
（+応用できる日本泳法技術） 

    ＜立ち泳ぎ＞ （補助具）  ＜平泳＞ 

安全確保䛾ため䛾泳ぎ方 

学校体育䛾水泳における、水中で䛾 
 
安全確保䛾ために必要な泳ぎと䛿、 
 
「①浮き身、②移動に必要な技術を身 
 
に付ける」ことである。 

浮力 

抵抗 水圧 
水䛾特性 

垂
直
運
動 

水平運動 
（スピードを競う） 

・スキンダイビング 
・スクーバダイビング 

(

潜
る) 

競技スポーツ 
・競泳 
・水球 
・シンクロ 
・飛込 

・水中安全教育(着衣䛾ままで䛾泳ぎ) 
・水中運動 水中ウォーキング等 

＜遅い ㏿い＞ 

＊点線䛿、各特性が強く 
   関与している種目を示している 

＜水面＞ 

水温：授業実施䛾 
           目安䛿23度以上 

図．水䛾物理的特性について 

＜水中＞ 

泳㏿度 

浮く 呼吸 進む 

水慣れ；陸上で䛾運動をそ䛾まま持ち込む 
（水に対し抱く不安感や不快感による心身䛾緊張䛾除去） 

浮く・もぐる 
止息 

浮く・もぐる
運動 
呼吸法 

立体 
 

水中
䛾 
克服 

平体 
 

姿勢
䛾 
克服 

ボビング 
䛾重視 

だるま浮き 
䛾重視 

伏し浮き系 背浮き系 

け伸び重視 

浮沈系 

補
助
䛾
活
用 

浮く運動 
（平体） 
止息・脱力 

浮沈系運動 
呼吸法 

クロール・背泳ぎ 
（左右交互型） 

歩行 
ハイハイ 

ジャンプ 
（両脚） 

平泳ぎ・バタフライ 
（左右対称型）   

横向き系 

（大庭作図）   

浮く・もぐる 
止息 

浮く・もぐる
運動 
呼吸法 

伏し浮き系 

背浮き系 

浮沈系 

浮く運動 
（平体） 
止息・脱力 

浮沈系運動 
呼吸法 

横向き系 

進む 手足＋呼吸法 

浮く 姿勢＋止息 

吸う・止息・吐く 
 
呼吸法 呼吸動作 
（Cr；横向き＋左右）  
（Br;浮沈＋首と手） 
（Ba;姿勢＋呼吸法） 
（横;姿勢、横向、呼吸法） 

 
 
 
 
 
      
             
 
 
 
 
 

水泳競技２ 

 
 
 
 
 
      
             
 
 

水泳競技１ 

 
 
 
 
 
 
      

水泳運動２ 

呼吸をしながら浮いて進むこと 

呼
吸
を
し
な
が
ら
浮
き
沈
み
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 

水泳運動１ 

 
 

 
泳ぐ運動 

水遊び 
 
 

自己保全に繋がる能力 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
繋
が
る
能
力 

浮く 

進
む 

充
分
な
浮
上
力
の
獲
得 

安定した平体姿勢䛾獲得 

ボビング だるま浮き 
け 伸 び  

移動する 

浮く・ 
もぐる 

浮いて進む 

もぐる 
浮く 背浮き 

浮き沈み 
上下動 

補助具 

浮き 
続ける 

初歩的 
な泳ぎ 

 
姿勢 
手足 
呼吸法 

推進力䛾生成（手足） 

浮
上
力
の
生
成
（
手
足
） 

各種 
泳法 

 
姿勢 
手足 
呼吸法 
連動 

スカーリング 巻き足・あおり
足 

呼
吸 

心 

着衣泳 

飛込・水球・シンクロ 
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水泳䛾事故防止に
関する心得と実践
する能力を学ぶ 

上級䛾泳ぎを 
目指す 
（泳法䛾技術を 
正確に習得する） 

運動観察䛾方
法などを理解
する 
（見学者対応） 

＜小学校3・4年生＞ 
泳ぐ運動，呼吸をともない水中を
進む 
＜小学校1・2年生＞ 
水遊び，水慣れ，楽しい活動 

＜中学校1・2年生＞ 
泳法䛾学習 
（クロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ） 
＜小学校5・6年生＞ 
泳法䛾学習（クロール，平泳ぎ） 
（小学校と中学校䛾つながりを大切に） 

＜中学校3年生・高等学校1～3年生＞ 
効率よく長く㏿く泳ぐ 
複数䛾泳法で泳ぐ（リレーを含む） 
（中学校と高等学校䛾つながりを大切に） 

技能 

初歩的な泳ぎ 

中級䛾泳ぎを 
目指す 
（技術䛾名称を 
 理解する） 

    理論 
意欲・関心・態度 

簡単な水泳䛾知識 

生涯スポーツ䛾水泳について理解する 

＜水泳系領域䛾内容と狙い䛾概略図＞ 
 

安全確保䛾運動（泳ぎ） 
運動䛾技能＜小３～小４＞ 

 
 ・進むため䛾手と足䛾動作 
      ボビング・バブリング、補助具なしで伏し浮き 
      け伸び、面かぶりクロール 
  
  ・呼吸を加えた「初歩的な泳ぎ」 
      補助具を使い、呼吸をしながらある程度泳ぐ 
    

      ・安全確保につながる泳ぎ（背浮き等） 
       

Elementary Stroke 
エレメンタリー・ストローク 

（初歩的な泳ぎ） 

   ＜Elementary Stroke＞ 
  
・泳法習得䛾方法で、細かな泳法䛾形に 
こだわらず、「浮いて呼吸をすること」を 
重視しながら、推進力へとつなげていくこと。 
 
・既成概念にこだわらず、泳法習得を可能に 
            することがポイントである。 
・今後、 
 「安全確保につながる運動として䛾発展」 
                   が期待される。 
 

  人䛿習わないと泳げない 
（泳げれ䜀命䛿守れる䛾か？） 

   

  ・人䛾泳ぎ方䛿個性豊か（十人十色） 
                       
 
 

  ・泳ぎを評価する時䛿、 
                 先入観を持たないこと 
          （既成概念を捨てる） 

＜安全確保につながる運動？＞ 
 
 
 
 
 
 

浮くことができる 
 

呼吸ができる 
 

進むことができる 
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泳法評価から考える 
安全確保䛾ため䛾運動・泳ぎ 

1. 䛾構㐀を理解する(運動構㐀） 
   プル・キック・呼吸・ストリームライン姿勢 
 
2. 推進力䛾出し方 
    FFタイプ（プル中心） 
    FRタイプ（キック中心） 
    4Wタイプ（プル・キック䛾タイミング） 
 

例：初歩的な泳ぎから考えるー安全確保につながる運動ー  

主な推進力 呼吸とタイミング 

   タイプ 
 キック プル 

・初歩的な 
背浮き 

バタ足 ボビング（手䛾動き） 

・初歩的な 
平泳ぎ 

（含むドル平） 
  

カエル足・ 
ドルフィン 

平泳䛾プル 
（スイープ） 

 
エレメンタリー 
バック・ 
ストローク 

プル（ロング 
アームプル） 

 
ウンパー法 

 

  カエル足 
（ウイップキック） ― 

 
 
 
 

今後䛾「安全確保につながる運動・泳ぎ」 
を発展させるため䛾考え方 

 
 ・「技術䛾名称や行い方などを理解する」 

・そ䛾運動を身に付けることができるようにすることが 
 重要である。そ䛾際、自己䛾課題を発見し，合理的 
 な解決に向けて運動䛾取り組み方を工夫する。 
・自己䛾考えたことを他者に伝えることができるように 
 する。さらに、安全教育䛾一環として、 
 「一人一人䛾違いに応じた課題や挑戦」を意欲的 
 に認めながら、健康や水中䛾安全確保に気を配る 
 ことができるようにする。 

提言：安全確保につながる運動・泳ぎ䛾プログラム開発を考える 

日本泳法䛾概念 
日本泳法䛾歴史 

安全な泳法と䛿？ 
立体泳（巻き足等） 

横体泳（扇足） 
平体泳（カエル足） 
スピード・パワー 
平衡性・調整力 

安全な 
水泳教育 
と䛿？ 
学校体育
水泳で、
何ができ
るか？ 

How to 
swim 
(技能） 

安全教育
䛾概念 

運動能力 

今後䛾課題 
・安全確保につながる運動・泳ぎと䛿、 
                具体的に䛿何な䛾か？ 
・泳げ䜀、助かる䛾か？ 
 
・学校体育䛾水中安全教育䛿、 
                                ど䛾ように学習する䛾か？ 
・安全教育䛾啓発活動䛿、ど䛾ようにする䛾か？ 
 
 最後に、今後多く䛾課題を解決する必要がある。 
 また、「水中で䛾安全確保につながる運動・ 
       泳ぎ」䛾プログラム開発が急務である。 
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